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（60年9月未現在）

人　目　　か，958人（＋17人）
男　　　　14，593人（＋11人）
女　　　　15，365人（＋　6人）
世帯数　　　　9，634世帯（－2　世帯）
（9月の異動）

転入123人　　転出121人
出生　　33人　　死亡　18人
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スポーツの救
（机小学校の運動会）
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ふ
れ
あ
い
を
つ
く
る

コ
ミ
ユ
ｌ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

町
で
は
、
役
場
庁
舎
横
に
「
町
民
の
ふ
れ

あ
い
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
由
央
公
民
館
の
建
築
を
十
一
月
か
ら

開
始
し
来
年
十
月
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

中
天
公
民
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
部
鉄
骨
二
階
建
て
、
床
延
べ
面
撃
幸
百

八
十
平
方
㍍
（
約
九
百
六
十
四
坪
）
、
総
工

費
約
九
席
七
千
五
百
五
十
万
円
で
す
。

一
階
に
は
、
大
ホ
ー
ル
（
五
百
席
）
や
ミ

：
舞
台
付
き
和
室
（
五
十
六
畳
）
、
調
理
実

習
室
、
町
民
ホ
ー
ル
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
楽

屋
、
身
障
者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
1
な
ど
を
配
置

し
て
お
り
ま
す
。
大
ホ
ー
ル
の
特
色
は
、
電

動
式
移
動
椅
子
で
、
電
源
を
入
れ
る
と
、
ス

テ
ー
ジ
下
か
ら
五
十
五
人
が
掛
け
ら
れ
る
椅

子
が
二
セ
ッ
ト
、
ホ
ー
ル
後
方
の
収
納
庫
か

ら
は
百
五
人
用
が
二
セ
ッ
ト
と
百
八
十
人
用

が
盲
ッ
ト
出
て
き
ま
す
。
椅
子
は
十
五
段

の
階
段
状
に
な
っ
て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
が
見

や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
固

定
椅
子
に
比
べ
「
五
倍
か
ら
二
倍
、
割
高

に
な
り
ま
す
が
、
椅
子
を
し
ま
え
ば
ホ
ー
ル

は
展
示
場
や
小
運
動
場
な
ど
多
目
的
に
利
用

で
き
ま
す
。
移
動
椅
子
の
出
．
呆
れ
は
約
七

分
で
完
了
し
ま
す
。

二
階
に
は
、
百
三
十
八
人
収
容
の
大
会
議

室
や
視
聴
覚
教
室
（
七
十
二
人
収
容
）
、
図

書
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
天
公
民
館
が
完
成
す
れ
ば
、
町
の
コ
ミ

ュ
モ
ア
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
町
民
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
す
と
思

わ
れ
ま
す
。

′■
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へ

訪
問
販
売
と
は
、
一
般
的
に
消
費
者
の
家
庭
を
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪

問
し
て
、
商
品
の
現
物
か
商
品
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
見
せ
て
説
明
し
、

購
入
の
申
込
み
を
受
け
た
り
、
商
品
を
そ
の
場
で
売
っ
た
り
す
る
方
法

を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
通
信
販
売
は
、
販
売
者
と
消
費
者
が
直
接
対
面

し
て
販
売
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
種
の
宣
伝
手
段
に
よ
っ
て
消
費
者

に
Ｐ
Ｒ
し
て
消
費
者
か
ら
通
信
に
よ
っ
て
購
入
の
申
込
み
を
受
け
て
商

品
の
販
売
を
す
る
方
法
を
言
い
ま
す
。
最
近
、
こ
の
よ
う
な
坊
間
販

売
、
通
信
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が

利
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
商
品
を
良
く
見
て
、
内
容
を
良
く
考
え
て
次

の
事
に
充
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

近
く
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
も

住
民
票
と
戸
籍
謄
・
抄
本
が
取
れ
ま
す

★
そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要
で
あ
る
か
、

写
つ
前
に
も
う
一
度
良
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

★
必
要
で
な
け
れ
ば
勇
気
を
も
っ
て
断
わ

り
ま
し
ょ
う
。

★
販
売
価
格
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

★
代
金
の
支
払
い
時
期
と
方
法
＝
自
分
の

支
払
い
能
力
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

★
商
品
の
引
渡
し
時
期
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

★
販
売
業
者
の
氏
名
（
名
称
）
と
住
所
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
契
約
解
除
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

★
商
品
に
隠
れ
た
欠
カ
ン
が
あ
る
と
き
は

販
売
業
者
の
責
任
に
つ
い
て
の
定
め
と
、
そ

の
内
容
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

住
民
票
を
取
り
た
い
が
、
仕
事
の
都
合
で

役
場
に
行
く
時
間
が
な
い
－
1
こ
の
よ
う
な

方
の
た
め
に
町
内
七
カ
所
の
た
ば
こ
届
さ
ん

で
「
住
民
票
」
や
「
戸
籍
謄
・
抄
本
（
本
籍

が
水
巻
町
の
人
の
み
）
」
が
取
れ
る
．
お
届

け
交
付
制
度
．
が
あ
り
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
お
店
で
午
前
由
に
申
込
ま
れ

ま
す
と
、
当
日
の
午
後
五
時
ま
で
に
は
そ
の

店
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
土
曜

日
は
次
の
週
の
月
曜
日
に
な
り
ま
す
。

〔
お
届
け
交
付
の
で
き
る
店
〕

・
原
口
商
店
（
二
町
住
入
口
）

・
千
々
和
商
店
（
下
二
町
住
バ
ス
停
前
）

・
白
石
商
店
（
吉
田
田
地
前
）

・
小
田
商
店
（
鯉
口
バ
ス
停
横
）

・
井
上
た
ば
こ
店
（
新
生
街
入
口
）

・
山
本
商
店
（
樋
口
商
店
街
入
口
）

・
岡
部
商
店
（
猪
熊
バ
ス
停
前
）

教
育
委
員
に

小
田
重
徳
氏
が
就
任

武
居
友
敏
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任

の
教
育
委
且
に
、
机
の
小
田
重
徳
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
さ
ん
は
大
正
六
年
七
月
二
十
七
日

生
ま
れ
。
東
筑
中
学
校
か
ら
熊
本
高
等
工

業
学
校
に
進
ま
れ
、
卒
業
後
、
日
本
製
鉄

に
入
社
、
昭
和
四
十
七
年
に
工
場
長
で
退

職
、
す
ぐ
に
吉
川
工
業
の
取
締
役
に
就
任

さ
れ
、
盾
和
五
十
三
年
ま
で
勤
め
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
、
机
区
の
区
長
と
公
民
館
長

を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

1．代金を全部支払ったとき。
商品を受け取り、代金を

全額支払ったもの。

（

2．化粧品、セットもの商品

など消耗品で消費すれば

クーリング・オフができ

なくなる旨を告げられた

場合において一部消費し

契約した商品が本当に必要か

冷静に考え直す期間（告知さ

れた日を含む7日間）です。

7日間以内なら無条件で契約

の解除（又は申込みの徹固）が

できます。解除（又は徹国）を

するときは電話でなく必ず書

面（できれば内容証明郵便）で

申し出ましょう。
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士残った′残った／
頃末伊豆神社のミおくんちモ

ハ
ッ
ケ
ヨ
～
イ
　
残
っ
た
／

残
っ
た
／
秋
の
収
穫
を
ま
じ
か

に
ひ
か
え
、
今
年
の
豊
穣
を
感

謝
す
る
〝
御
九
日
（
お
く
ん
ち
）
″

が
、
町
内
の
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
頃
末
地
区
で
も
十
三
日
、
伊

豆
神
社
に
沢
山
の
区
民
が
集
ま
り
、

御
神
輿
を
担
ぎ
出
し
て
区
内
を
ね
り

歩
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
は
、
ち
び
っ
子
た
ち
の
相
撲
大
会

－
　
境
内
の
土
俵
下
に
は
、
週
を
絞

め
た
小
学
生
が
並
び
、
行
事
の
呼
び

出
し
で
土
俵
に
上
が
り
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
応
援
団
、
父
母

た
ち
も
「
押
し
て
オ
シ
テ
」
　
「
ガ
ン

バ
レ
ー
」
の
大
声
援
。

熱
戦
の
あ
ま
り
取
り
直
し
あ
り
、

勢
い
余
っ
て
土
俵
か
ら
飛
び
出
す
ハ

プ
ニ
ン
グ
あ
り
楽
し
い
奉
納
相
撲
で

し
た
。
境
内
に
は
、
露
店
も
出
て
夜

お
そ
く
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町内で防犯運動を展開
夜間の補導やチラシ配布

「
侵
入
盗
の
防
止
」
「
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
浄
化
」
を
呼
び
掛
け
る
全

国
防
犯
運
動
（
十
月
十
一
日
～
二
十
日
）

に
合
わ
せ
て
、
水
巻
町
で
も
防
犯
協
会
と

青
少
年
問
題
協
議
会
を
中
心
に
、
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
夜
間
の
少
年
補
導
な
ど
防

犯
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

全
国
防
犯
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
十
一

日
に
は
、
水
巻
町
防
犯
協
会
の
役
員
や
折

尾
署
員
ら
約
十
四
人
が
水
巻
駅
前
で
通
勤
・

通
学
者
に
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ

て
防
犯
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

十
五
日
に
は
、
青
少
年
問
題
協
議
会
の

推
進
委
員
と
防
犯
協
会
の
役
員
が
合
同

で
、
夜
間
の
少
年
補
導
を
行
い
ま
し
た
。

15チームが熱戦を展開
女子レクバレー競技大会

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

一
丁

朝
か
ら
雨
と
な
っ
た
十
月
十
三
日
、
三

日
お
く
れ
の
体
育
の
日
競
技
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
延
期
、
女
子
の
レ
ク
リ
ェ
」
ン
ヨ
ン
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
小
学
校
に
七
チ
ー
ム
、
南
中
学
校

に
八
チ
ー
ム
が
集
い
、
地
元
の
応
援
を
受

け
て
元
気
な
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
【
吉
田
小
学
校
会
場
】

優
勝
高
松
団
地
（
松
尾
、
若
山
、
畠

田
、
水
流
、
吉
富
、
富
田
）
組

【
南
中
学
校
会
場
】

優
勝
美
吉
野
（
砂
輿
古
川
、
川
崎

森
崎
、
小
永
富
、
松
井
）
組

な
お
、
美
吉
野
は
初
優
勝
で
す
。
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19チ　ー　ム　が熱戦を展開

第
一
ゲ
ー
ト
通
過
－
。
お
年
寄
り
の

健
康
増
進
を
図
る
た
塑
水
巻
町
健
読
つ

く
り
推
進
協
議
会
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
十
月
十
五
日
、
頃
末
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
各
地
区
か
ら
十
九
チ
ー
ム
が
参
加

三
コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ト
で
の
二
位
ま
で
の
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
行
い
、
熱
戦
の
末
、
猪
熊
Ｃ

が
吉
田
団
地
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。

☆
優
勝
猪
熊
Ｃ
（
山
浦
、
代
財
、
江
藤
ス

母
里
、
原
田
、
柴
田
己
）
組

猪
　
熊
Ｂ

猪
　
熊
Ｃ

吉
田
－
三

吉
田
団
地

下
　
　
二

高
松
団
地

県道中間・頃未練

旧県道にもバス運行

西
鉄
パ
ス

よ
く
ね
ら
っ
て
、
真
剣
に
ゲ
ー
ム
を

す
る
お
年
寄
り
た
ち

（

県
道
中
間
・
頃
未
練
の
バ
ス
路
線
が
、
旧

県
道
か
ら
新
県
道
へ
変
更
さ
れ
て
数
年
を
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
旧
路
線
の
沿
線
住

民
は
、
朝
夕
の
通
勤
・
通
学
や
主
婦
の
買
物

老
人
の
通
院
な
ど
に
大
変
不
便
に
な
り
、
旧

県
道
に
も
パ
ス
を
運
行
す
る
よ
う
求
め
る
声

が
多
く
な
り
、
九
月
定
例
町
議
会
に
全
日
本

同
和
会
福
岡
県
連
合
会
青
年
部
長
・
穴
井
光

年
郎
さ
ん
他
九
十
七
人
の
署
名
を
添
え
て

「
西
鉄
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
の
陳
情
書
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
こ
れ
を
採
択

し
、
町
執
行
部
と
議
会
で
西
鉄
に
働
き
か
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
月
末
か
ら
旧

県
道
に
も
バ
ス
が
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。旧

県
道
側
の
バ
ス
停
は
、
「
鯉
口
」
「
遠

賀
保
健
所
前
」
「
吉
田
」
の
三
個
所
で
、
バ

ス
の
本
数
は
中
間
営
業
所
（
通
谷
）
行
き
、

折
尾
営
業
所
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
五
本
ず
つ
運

行
し
て
お
り
ま
す
。

て

し

ま

　

よ

し

た

か

手
嶋
　
義
孝
く
ん

昭
和
5
9
年
⊥
0
月
2
6
日
生

（
㌘
期
首
ん
の
勇

い
つ
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
服
を
着
て

い
る
の
で
、
女
の
子
に
間
違
わ
れ
ま

す
。
で
も
、
や
は
り
男
の
子
－
少
し

も
ジ
ッ
ト
し
て
い
ま
せ
ん
。
食
べ
物
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
り
、
物
を
や
ぶ
っ
た

り
、
毎
日
元
気
に
家
の
串
を
動
き
回
っ

て
い
ま
す
。

（
お
か
の
台
3
0
棟
）
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懐郷 1こ増光 …

瞞 感 ′

に
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
絵
務
課

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
二
番
四

号
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
轟
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
同
連
合

会
（
宙
〇
九
二
－
七
≡
1
五
五
二
Ｄ

に
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
証
書
を
次
の
と
お
り
、
「
保
管

証
」
と
引
き
換
え
に
交
付
し
ま
す
。

▽
交
付
日
時
　
ュ
1
月
ｎ
日
（
月
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
交
付
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
国
民
年
金
証
書
に
押
印
し
た
「
印
銘
」

を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

．1Ⅲ冊ｌ…ｌ

▽
採
用
人
員
一
名

▽
募
集
方
法
蛍
轟
推
薦
に
よ
る
。

▽
応
募
資
格
身
体
強
確
に
し
て
昭
和
6
1
年

3
月
卒
業
見
込
の
福
岡
県
出
身
男
子
。

▽
願
書
締
切
　
ュ
0
月
3
1
日
・
午
後
5
時
ま
で

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
慶
は
、
退
職
金

制
慶
を
も
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、

国
の
援
助
で
、
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退
職

金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

－
制
度
の
特
色
－

①
毎
月
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
企
業
の
実
態
に

あ
っ
た
退
職
金
つ
く
り
が
で
き
ま
す
。

⑧
掛
金
は
全
額
免
税
に
な
り
ま
す
。

⑧
国
か
ら
の
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

④
過
去
の
勤
務
期
間
も
通
算
で
き
ま
す
。

⑧
従
業
員
の
福
利
厚
生
施
設
穀
麿
資
金
の
融

資
が
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

－
加
入
で
き
る
企
業
－

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
事
業
主
は
、
常

用
従
業
員
の
数
が
三
〇
〇
人
ま
た
は
資
本
金

一
億
円
（
卸
売
業
二
Ｕ
〇
人
、
資
本
金
三
千

万
円
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
五
〇
人
、
資

本
金
一
千
万
円
）
以
下
の
も
の
で
す
。
法
人

個
人
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

※
辞
し
く
は
、
福
岡
県
労
働
福
祉
課
（
能
〇

九
二
－
六
五
一
1
二
一
一
内
線
三
七
一

五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（

福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金
で
は
、
設
立

三
周
年
を
記
念
し
、
次
の
と
お
り
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
体
験
文
を
募
集
し
て
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
体

験
を
基
に
し
、
題
は
自
由
。

▽
応
募
資
格
福
岡
県
に
居
住
ま
た
は
、
在

勤
す
る
成
人
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
程

麿
。
原
稿
の
冒
頭
に
テ
ー
マ
、
末
尾
に
住

所
と
氏
名
、
年
令
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
十
一
月
十
五
日
ま
で
に
福
岡
県

地
域
福
祉
振
興
基
金
（
福
岡
市
博
多
区
千

代
一
丁
目
・
福
岡
県
東
公
園
会
館
内
）
あ

て
送
付
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法
福
岡
銀
行
で
申
込
書
を
受
け

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
所
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
四
丁
旦
華
喜
号
）
に
郵
送
ま

た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支

所
（
魯
〇
九
二
1
七
二
丁
五
五
五
五
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
将
来
分
譲
住
宅
を
購
入
す

る
万
、
個
人
住
宅
を
建
設
す
る
万
、
中
古
住

宅
を
購
入
す
る
万
が
、
自
己
資
金
を
計
画
的

に
準
備
す
る
た
め
に
絵
額
約
三
百
万
円
の
住

宅
債
券
を
七
回
（
三
年
）
に
分
け
て
継
検
し

て
積
み
立
て
る
制
度
で
す
。
積
立
者
に
は
積

立
終
了
後
、
住
宅
を
購
入
ま
た
は
建
設
す
る

場
合
に
公
庫
の
通
常
融
資
額
に
加
え
て
、
さ

ら
に
四
百
五
十
万
円
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
1
0
月
1
1
日
～
1
2
月
ュ
0
日

今
年
か
ら
一
年
間
免
疫
が
持
椀
す
る
ワ
ク

チ
ン
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
春
に
登
録
・
注
射
の
済
ん
だ
犬
は

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
な
く
て
よ
ろ
し
い
で
す
。

今
回
の
登
録
・
注
射
は
、
春
に
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
犬
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

県
内
で
犬
に
噛
ま
れ
る
事
故
が
起
っ
て
い

ま
す
。
犬
の
唆
傷
に
よ
る
恐
ろ
し
い
狂
犬
病

を
防
ぐ
た
め
、
春
に
受
け
な
か
っ
た
犬
の
飼

主
の
万
は
、
必
ず
近
く
の
会
場
で
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
・
注
射
料
三
千
八
百
五
十
円

実施日 接 種　会　場 時　　　　　　　　 間

11 下二町任公民館 午前10時一年前10時40分

月
6
日　（

水　）

吉田二公民館 午前11時～午前11時40分

猪 熊 公 民 館 午後1時20分一午後2時

役 場 表 玄 関 午後 2時20分一午後3時

※　生後3ヵ月を過ぎた犬は、登録・注射が義務付け

られています。

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
、
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
頃
宋
　
　
故
・
鈴
木
ハ
マ
子
殿

鈴
木
善
太
郎
殿

肌用④心配ごと侶田

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ま
ず
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
ｎ
月
1
2
日
、
1
1
月
1
9
日

⊥
1
月
2
6
日

・
時
間
は
、
い
ず
れ
も
ュ
3
時
～
⊥
6
時

▽
場
所
水
巻
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

′‾ヽ
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へ

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
配
偶
者
は
、
盾
和
六
十
一
年
四
月
か

ら
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
く
て
よ
い

夢
二
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

十
月
末
に
社
会
保
険
庁
か
ら
、
あ
な
た
の

と
こ
ろ
に
「
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
者

現
況
届
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
夫
の
勤
務
先
で
確
認
を

受
け
た
う
え
役
場
国
保
年
金
係
（
窓
口
6

番
）
へ
昭
和
六
十
一
席
二
月
三
十
盲
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夫
の
勤
務
先
で
確
認
を
受
け
な
い

場
合
は
、
届
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
振
出

し
て
く
だ
さ
い
（
下
表
の
書
類
）
。

〔
注
意
事
項
〕

こ
の
取
り
扱
い
は
、
妻
に
よ
り
扶
養
さ
れ

て
い
る
夫
の
場
合
も
同
様
で
す
。
妻
に
よ
り

扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
「
夫
」
を
「

妾
」
と
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

※第3号被保険者
厚生年金などの被保険者の奥
さんで20歳以上60歳未満の人

二
†

夫の加入年金制度 参　　 持　　 す　　 る　　 書　　 類

厚生年金保険の方
1．健康保険被保険者証

2．夫の年金手帳 （又は厚生年金保険被保険者証）

船 員 保 険の 方
1．船員保険被扶聾者証

2．夫の年金手帳 （又は船員保険年金番号証）

水巻町社会福祉協議会
職鼻（嘱託）を募集します

へ

▽
採
用
職
種
・
人
員

老
人
家
庭
奉
仕
員
　
一
名

▽
受
験
資
格

川
水
巻
町
内
に
居
住
す
る
女
子
で
詔
和
1
0

年
ュ
0
月
2
日
か
ら
昭
和
2
5
年
⊥
0
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

∽
自
転
革
又
は
バ
イ
ク
等
に
乗
れ
る
者
。

㈹
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
者
。

用
老
人
福
祉
に
閑
し
、
理
解
と
熱
意
を
有

す
る
者
。

糊
責
任
感
が
旺
盛
に
し
て
、
業
務
を
確
実

に
遂
行
し
う
る
能
力
を
有
す
る
者
。

㈱
水
巻
町
内
に
確
実
な
る
身
元
保
証
人
（

一
人
）
の
あ
る
者
。

▽
申
込
み
先

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
水
巻
町
役

場
内
二
階
）

▽
受
付
期
間

1
1
月
1
日
か
ら
1
1
月
1
5
日
ま
で

・
平
　
日
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

・
土
曜
日
　
午
前
9
時
～
正
午

▽
申
込
み
方
法

本
人
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
物
）
に

写
真
を
添
付
し
て
握
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
受
付
等
は
い
た
し
ま

せ
ん
。
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
面
接
試
験
日
　
1
1
月
下
旬

※
詳
し
い
こ
と
は
、
水
巻
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
（
嬰
6

一
1
四
三
≡
　
内
線
一
九
三
・
一
九
四
）

文化集の行事

お知らせ
芸術の秋－11月3日の文イヒの日を中心に、

当町でも文イヒ祭の行事として住コ茸の万々の力

作を次のように展示します0　多くの万のこ観

賞をお待ちしております0

展示種目 展　 示　 期　 間 展示会場

菊　 花　 展 10月29 日－11月 6 日 町 民 会 館

生　 花　 展 11月 1 日～11月 6 日 ク

盆　 栽　 展 11月 1 日－11月 6 日 ク

書　 道　 展 11月 1 日一11月 6 日 ク

墨 彩 画 展 11月 4 日－11月 6 日 ク

水 墨 画 展 11月 4 日～11月 6 日 ク

写　 真　 展 11月 3 日～11月 6 日
アピロス
水巻店

お　 も　と展 11月 1 日～11月 6 日 町 民 会 館

陶　 器　 展 11月 1 日－11月 6 日 ク

手 編 み 展 11月 1 日－11月 6 日 ク

アート
フラワー展

11月 1 日～11月 6 日 ク

町
商
工
会
婦
人
部
で
は
、
「
お
年
寄
り
と

孟
秋
の
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を

次
の
と
お
り
閃
き
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
期
日
　
1
1
月
3
日
午
前
9
時
開
会

▽
会
場
　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
頃
宋
）

▽
チ
ー
ム
構
成
①
お
年
寄
り
3
名
（
内
1

名
が
監
督
）
④
中
学
生
1
名
⑨
小
学
生

2
名
（
四
年
生
以
上
）
④
補
欠
2
名

▽
申
込
み
先
　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

▽
代
表
者
会
議
　
⊥
0
月
2
9
日
、
午
前
9
時
か

ら
水
巻
町
民
会
館
会
議
室
で
開
き
ま
す
。

▽
と
　
き
　
ュ
1
月
4
日
　
午
前
1
0
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
頃
宋
公
民
館

◎
作
品
募
集

近
詠
一
首
を
ハ
ガ
皐
に
書
き
、
十
月
末
日

ま
で
に
田
中
秀
樹
（
猪
熊
町
住
百
十
五
号
）

あ
て
、
お
送
り
く
だ
さ
い
（
出
詠
無
料
）
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

Ｌ

ｌ

…

．

■

■

…

．

1

－

…

－

▽
所
在
地
愛
知
県
春
日
井
市
大
留
町
字
荒

子
二
九
四
〇
番
地
　
大
留
（
荒
子
）
基
地

・
届
出
先
春
日
井
大
官
特
定
土
地
区
画
整

理
組
合
（
宙
〇
五
六
八
－
五
一
－
四
四
四

〇
）

・
届
出
期
限
　
昭
和
6
0
年
1
1
月
2
0
日
ま
で
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母
子
手
帳
の
交
付

▽
。
時
錯
紺
盲
轟
、

▽
考
的
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
精
乗
の
説
明
、
個

人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
1
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑨
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

母
親
学
級

▽
日
時
　
ュ
1
月
⊥
1
日
　
第
1
課

ュ
1
月
1
8
日
　
第
2
課

ュ
1
月
2
5
日
　
第
3
課

い
ず
れ
も
、
ュ
3
時
～
1
3
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
第
1
課

第
2
課

役
場
一
〇
一
大
会
覇
室

第
3
課
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
初
産
婦

▽
持
参
晶
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と

き
に
説
明
し
ま
す
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
ュ
1
月
1
日
（
金
）

○
受
付
ュ

3
時
か
ら
1
3
時
3
0
分
ま
で

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
6
月
7
日
か
ら
6
0
年

7
月
4
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
皐
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
幸
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
幸
が
届
い
て
な
い

方
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
診
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

成
人
病
検
診

▽
日
時
ュ
1
月
3
0
日
（
土
）

○
受
付
午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
高
松
田
地
集
会
所

▽
内
容
【
一
般
診
査
】
検
尿
、
血
圧
測
定

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師
の
診
察

【
精
密
検
査
】
血
液
検
査
、
心
電
図
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、
血
糖
検
査

▽
料
金
一
般
診
査
無
料

精
密
検
査
5
百
円

▽
申
込
み
方
法

昨
年
受
診
さ
れ
た
万
は
、
電
話
で
の
予

（

11月の保健ごよみ
・‾さ・
ヰ ・・こ‾こ擬 音 瀦 ここ窪ネ葦

・・こ・・・‾尋ｌニヨ品三ｒ　Ｅｘどこユニ・ミここ

毒＿甥

亘

短

金
健康相談 10：00－11：00 役場 101会議室

4 ケ月児健康相談 13：00～13：30 役場 101会議室

蕪ｉｊｊ；火 健康相談 10：00～11：00 机山荘

軽！金 三種混合 13：50～14：30 役場 101会議室

ＩＩＩ車華ｉｉ

をこ減
・；望瑳

月
母子手帳交付 10：00 役場 101会議室

母親学級 13：00～13：30 役場 101会議室

火 乳ガン・子宮ガン検診 13：00～13：30 役場 101会議室

；ｉｊｊ譲蜜 金 療育訓練 13：00～17：00 遠賀保健所予新店のみ

幸車：月 母親学級 13：00～13：30 役場 101会議室

・ＨＥ

月
母子手帳交付 10：00 役場 101会議室

母親学級 13：00－13：30 農業団地センター

幸
溜
妄こ・！登

木
三才児健診 13：00～14：00

役場 101会議室
（個人通知）

健康相談 10：00～11：00 役場健康相言炎室

金 三種混合 13：50～14：30 役場 101会議室

鍵・ニテ：こ
土 成人病検診 8 ：30－11：00 高松団地集会所

約
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
始
め
て
受
診
さ
れ

る
方
は
、
問
診
票
を
取
り
ま
す
の
で
役
場

健
康
対
策
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
絶
食
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

ュ
1
月
1
日
役
場
健
康
相
談
室

1
1
月
5
日
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

1
1
月
2
8
日
役
場
健
康
相
談
室

〇
時
間
　
い
ず
れ
も
1
0
時
～
⊥
1
時

▽
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相
談
、

希
望
者
に
は
塩
分
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す

の
で
、
朝
作
っ
た
．
み
そ
汁
■
を
少
々

持
参
く
だ
さ
い
。

子
宮
ガ
ン

乳
ガ
　
ン

検
診

こ
婦
人
の
ガ
ン
で
多
い
の
が
子
宮
ガ
ン
と

乳
ガ
ン
で
す
。
早
く
み
つ
け
る
こ
と
が
、
決

め
手
で
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
⊥
1
月
1
2
日
（
火
）

○
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
料
金
　
子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
と
も
五
百
円

▽
定
員
　
子
宮
ガ
ン
検
診
　
八
〇
名

乳
　
ガ
ン
検
診
　
五
〇
名

※
子
宮
ガ
ン
と
乳
ガ
ン
は
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。
電
話
で
よ
ろ
し
い
の
で
嘩
蹟
対

策
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ｒ

町長の義い

◎健康相談コ‾ナ‾（10：00－12：00つ

◎健康診査コ‾ナ‾（8：30－11：00つ

◎食生活改善コ‾ト（11：00－12：30つ
◎心の健康に関して講演（13：00－　）…
．．ｌｌ．．．ｌ．ｌｌ．．．・ｌ．．ｌｌ．．・ｌ ｌｌ ｌｌ．・・．．ル．ｌ ｌ ｌ．．．川．ｌｌ．．・．．ｌｌい・．．ｌｌｌ．・．ｌｌｌ ｌ．．．．ｌｌ．‘Ｈ．．・．．仏．・・．甲．・．．．1；ｌ
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11月のし尿収集予定日
1日　頃宋（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、苦悶

三（垣添町住）、猪熊6区

5日　頃宋（22、23区）、吉田二6区、青田三5区、

猪熊10区
6日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、

猪熊（2、4、5区）、月2回まわり（環

境整備センター）

7日　吉田二（1、2区）、吉田三（1、2、3、
5、6、11区）、月2回まわり（太洋社）、

猪熊（2、3、10区）

8日　青田三（緑風園）、頃宋（5、15、25区）、

新生街Ｃ山ノロ団地）

9日　頃宋（12、17、18、19、20、21区、松栄荘）

11日　頃宋（5、9、10、18、20、21区、みずま

き苑、松栄荘）、下二、伊左座、立屋敷、

美吉野
12日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、富田

工場団地）、二、下二、頃末（11、14区）

美吉野、富田二（1、8区、川端通り、本

村）
13日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16
区）、美吉野、古賀、新生衝

14日．吉田二（3、4、6、8、9区、イワゼ町

住）、吉田一3区（月夜待）、机社宅、立
屋敷、古賀、机

15日　下二町住、二町住、苫田一（商店街）、富
田三車返し（8、9、10区）、樋口（卯月、

中井樋口）
16日　吉田団地（37－43、46－52棟）、二町住、
樋口

13日　吉田団地（19－22、27－36、44、45、53－
57、鵬、94－101棟）、猪熊、古賀

19日　吉田団地（1～6、8－10、12、16－18、

23－26、60－65、83－85、102、104、109

－113棟）猪熊、古賀
20日．吉田団地（7、11－15、66－73、75－82、

87－93、105、108棟）、猪熊町住、月2回

まわり（環境整備センター）

21日　苫田団地分譲、下ニ（1、2、3区）、古賀県住、

月2回まわり（太洋社）
22日　二（1、2区、野間町任）、吉田二本村（
9、10、11、12区）、下二2区

25日　ニ（1、3、4、6区）、樋口（赤水、川
端通り）

26日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下
二（4、10区、双葉荘）

27日　下二（5、6、7区）
28日　みずほ団地

29日　みずほ団地、猪熊

－お　義　い一

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい●

犬が噛みつく事故がおこっています。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
予
防
接
種
を
受
け
て
感
染

発
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人

▽
実
施
方
法
　
三
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

で
二
回
接
種
を
受
け
る
。

▽
実
施
期
間
　
ュ
1
月
1
日
～
1
2
月
⊥
4
日

▽
実
施
場
所
　
町
内
の
各
医
院
で
、
診
療
時

間
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
料
金
一
回
に
つ
き
　
四
百
円
。
た

だ
し
、
生
保
世
帯
、
均
等
軋
・
非
課
税

世
帯
の
人
及
び
中
学
生
、
小
学
生
、
幼

児
は
無
料
で
す
。

▽
注
意
事
項
　
○
問
診
票
は
各
医
院
の
窓
口

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
無

料
の
分
は
役
場
健
康
対
策
係
窓
口
に
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
幼
児
の
方
は
、
母
子
手
帳
を
必
ず
持

参
し
て
軍
人
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い

▽
次
の
様
な
人
は
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
当
日
、
熱
の
あ
る
人

○
体
調
が
著
し
く
惑
い
人

○
慢
性
疾
患
（
糖
尿
柄
、
高
血
圧
、
腎
疾

患
、
肝
臓
疾
患
）
に
か
か
っ
て
い
る
人

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
（
特
に
卵
ア
レ

ル
ギ
ー
の
人
）

○
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど
に

か
か
っ
て
一
年
以
上
経
過
し
て
な
い
人

※
以
上
で
す
が
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
の
上
受
け
て
く
だ
さ

ヽ

．

°

．．ＨＹ

あ
な
た
の
血
液
は
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
街
頭
献
血
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
万
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
1
月
2
日
（
土
）

年
前
ュ
0
時
⊥
這
昔
時

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
昼
休
み
）

▽
場
所
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店
（
南
玄
関
前
）

へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

献血にご協力ください

▽

1

1

月

2

日

▽
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店

（
三
種
混
合
の

予
防
接
種

▽
対
象
児
二
歳
以
上
四
歳
未
満
の
幼
児

▽
実
施
方
法

○
第
一
期
の
接
種
1
－
三
週
間
か
ら
八
週

間
の
間
隔
で
、
三
回
接
種
で
第
遠
完
了

〇
第
二
期
の
接
種
”
第
一
期
終
了
後
、

一
年
か
ら
一
年
半
経
過
し
た
幼
児

▽
予
防
接
種
の
日
程

〔
三
回
目
〕
　
⊥
1
月
8
日
（
金
）

〔
追
加
日
〕
　
ュ
1
月
2
9
日
（
金
）

○
受
付
時
間

午
後
1
時
5
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

○
接
哲
場
所

役
場
一
〇
一
大
会
議
室
（
一
階
）

愴轟■プくり
♭と　　き　10月27日（日）

8：30－15：00

♭と　こ　ろ　　水巻町勤労者体育センター

（役場前）
ｊｌ．．・ｌｌ ｌ ｌｌ ｌ ｌ Ｈ帖・・ｌ ｌ Ｏ Ｉ ｌＭ・．．ｌｌ．・・．．ｌ ｌｌ ｌｌ ｌ ｌｌ．‘．．．－ｌ ｌ ｌｌ ｌｌ Ｉ ｌｌ ｌ ｌ Ｈ ｌｌ ｌ



満
魁
鬱
雅
語

女
坑
夫
の
一
生
　
㈹

昔
か
ら
「
十
年
ひ
と
む
か
し
」
と
い
う
が
、
篠
栗
炭
坑

で
二
人
が
働
く
よ
う
に
な
っ
て
、
早
く
も
十
年
が
過
ぎ
た
。

そ
の
あ
い
だ
に
キ
ヨ
は
三
人
の
子
持
ち
と
な
り
、
甚
三
郎

は
坑
夫
の
組
頭
と
な
っ
て
、
ヤ
マ
で
は
夫
婦
仲
の
よ
い
の

で
定
評
が
あ
っ
た
。

風
の
便
り
に
よ
れ
ば
父
又
道
も
健
在
で
、
ヤ
マ
は
京
殿

炭
坑
か
ら
東
郷
炭
坑
（
鉱
主
蔵
内
次
郎
作
）
に
な
り
、
こ

れ
を
三
好
徳
松
が
買
収
し
て
名
を
梅
ノ
木
炭
坑
と
改
め
て
、

又
道
は
今
こ
こ
で
働
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
借
金
の

方
は
戦
争
景
気
に
支
え
ら
れ
て
す
べ
て
返
済
し
、
息
子
の

吾
一
と
貧
し
い
な
が
ら
に
も
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い

’
つ
。

と
こ
ろ
が
年
が
明
け
た
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
、

ま
た
も
や
キ
ヨ
に
不
幸
が
舞
い
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
落

盤
事
故
に
よ
る
甚
三
郎
の
死
で
あ
る
。ｈ
ソ
ん
ね

仏
教
で
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
輪
廻
と
い
う
言
葉
を

め
ぐ

使
う
が
、
そ
れ
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
み
じ
め
な
巡
り

た
こ

合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
そ
の
朝
、
甚
三
郎
は
子
供
に
凧
を
作

っ
て
や
る
と
い
っ
て
出
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
数
時
間

む
く
ろ

後
に
冷
た
い
骸
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
は
…
…
。

泣
く
泣
く
野
辺
の
送
り
を
す
ま
せ
た
キ
ヨ
は
、
生
活
を

支
え
る
た
め
に
坑
内
で
後
ヤ
マ
と
な
っ
て
働
く
ば
か
り
で

な
く
、
納
屋
へ
帰
る
と
三
人
の
子
供
の
面
倒
も
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
納
屋
の
広
場
で
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
持
っ
た

演
歌
師
が
「
枯
す
す
き
」
や
「
月
の
砂
漠
」
な
ど
の
流
行

歌
を
唄
っ
て
、
歌
本
を
売
り
つ
け
て
い
た
。
そ
の
旋
律
は

今
の
キ
ヨ
に
は
さ
び
し
く
、
な
か
で
も
「
流
れ
流
れ
て
落

ち
行
く
先
は
」
で
始
ま
る
「
流
浪
の
旅
」
は
、
自
分
の
境

遇
を
唄
っ
て
い
る
よ
う
で
、
郷
愁
に
か
ら
れ
る
心
を
押
さ

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
い
ち
ど
は
又
道

の
と
こ
ろ
へ
帰
る
決
心
を
し
た
が
、
し
か
し
夫
の
甚
三
郎

と
の
思
い
出
の
あ
る
こ
の
ヤ
マ
を
、
最
後
は
ど
う
し
て
も

離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
あ
る
日
、
キ
ヨ
の
と
こ
ろ
へ
ヤ
マ
の
世
話
役

が
や
っ
て
き
た
。

「
今
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
幸
い
大
納
屋
頭
が
お
前
を

見
染
め
ら
れ
て
、
可
愛
が
っ
て
や
る
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、

か
し
ら

こ
の
際
、
頭
の
世
話
に
な
っ
た
が
よ
い
と
思
う
が
…
…
」

モ
ば
め

と
、
側
妾
の
話
を
も
ち
か
け
て
き
た
。

当
時
、
キ
ヨ
は
三
人
の
子
持
ち
で
あ
る
と
は
い
え
、
ま

だ
女
盛
り
の
二
十
九
歳
、
そ
の
う
え
容
姿
に
め
ぐ
ま
れ
て

い
た
の
で
、
周
囲
の
人
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
か

っ
た
。
大
納
屋
頭
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
の
欲
望
と
生
活

援
助
の
ふ
た
ま
た
か
け
た
相
談
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
キ

ヨ
に
す
れ
ば
甚
三
郎
と
の
思
い
出
が
ま
だ
新
し
く
、
そ
の

よ
う
な
気
持
は
少
し
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
夕
方
、
キ
ヨ
は
大
納
屋
頭
か
ら

篠
粟
駅
前
の
旅
館
へ
呼
び
出
さ
れ
た
。
例
の
話
が
あ
っ
た

と
き
は
断
わ
る
つ
も
り
で
旅
館
へ
行
く
と
、
前
も
っ
て
意

が
通
じ
て
あ
っ
た
と
み
え
て
二
階
の
一
室
へ
通
さ
れ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
階
段
の
方
で
話
し
声
が
し
た
か
と
思
う

と
、
フ
ス
マ
が
あ
い
て
五
十
年
配
の
大
納
屋
頭
が
相
好
を

く
ず
し
て
は
い
っ
て
き
た
。
当
時
、
大
納
屋
頭
と
い
え
ば
、

数
百
人
の
坑
夫
を
使
う
総
元
締
め
で
、
キ
ヨ
の
よ
う
な
小

納
屋
の
女
は
、
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
お
そ
る
お
そ
る
挨
拶
を
す
る
と
、

「
よ
く
き
た
、
そ
う
か
た
く
な
ら
な
い
で
楽
に
し
た
が

よ
い
。
あ
と
で
食
事
が
で
る
の
で
今
晩
は
ゆ
っ
く
り
せ
よ
」

大
納
屋
頚
は
、
つ
と
め
て
や
さ
し
く
世
間
話
な
ど
を
し

て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
、

「
さ
き
に
風
呂
へ
は
い
る
の
で
、
あ
と
で
く
る
が
よ
い
」

と
し
一
‘

と
い
っ
て
、
年
増
の
女
中
と
と
も
に
部
屋
を
出
て
い
っ

た
。
ひ
と
り
に
な
っ
た
キ
ヨ
は
、
な
に
げ
な
く
隣
の
部
屋

ム
・
と
ん

を
の
ぞ
く
と
、
そ
こ
に
は
二
つ
枕
の
布
団
が
敷
か
れ
て
、

枕
も
と
に
水
差
し
ま
で
用
意
さ
れ
た
寝
室
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
み
て
キ
ヨ
は
、
大
納
屋
頭
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
察

し
、
女
中
の
い
な
い
の
を
幸
い
、
そ
っ
と
階
段
を
お
り
て

は
だ
し

裏
口
か
ら
抜
け
出
し
、
裸
足
で
闇
の
な
か
を
懸
命
に
わ
が

家
へ
と
走
っ
た
。

走
り
な
が
ら
キ
ヨ
の
政
は
、
す
で
に
ケ
ツ
ワ
リ
（
逃
亡
）

の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
。
こ
と
は
急
で
一
刻
を
争

ぅ
と
き
で
あ
る
。
い
つ
納
屋
頭
の
腹
心
が
納
屋
へ
踏
み
込

ん
で
く
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
納
屋
へ
帰
る
と
キ
ヨ
は
寝

て
い
る
子
供
を
叩
き
起
こ
し
、
な
に
は
と
も
あ
れ
、
甚
三

せ
お

郎
の
遺
骨
を
長
男
の
背
中
に
し
っ
か
と
背
負
わ
せ
、
次
男

い
は
い

に
は
風
呂
敷
に
包
ん
だ
位
牌
を
、
自
分
は
三
男
を
背
負
っ

て
、
あ
り
が
ね
持
っ
て
納
屋
を
と
び
出
し
た
。
初
め
の
う

ち
長
男
と
次
男
は
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、
今
に
も
泣
き
出

し
そ
う
に
し
て
つ
い
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
に
母
親
の
態

度
が
尋
常
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
、
長
男
は
次
男
の
手

を
ひ
い
て
、
闇
の
な
か
を
先
に
な
っ
て
か
け
て
行
っ
た
。

（
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く
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